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 新年を迎えて･･･ パート２  

 前号に続いて「新年を迎えて…」のタイトルです。なぜでしょうか？ 

３日が「節分」になりますが、本来は季節の変わり目のことです。 

旧暦では立春の頃が新年のスタートになり、「節分」はその前日を示すようになりまし

た。つまり、旧暦では「節分」あたりで新年が始まることになります。この旧暦の正月を

盛大に祝う国もたくさんありますね（どこかわかるかな？「春節」の方が聞いたことある

かな）。もちろん我々はほとんど新暦をもとに生活しているわけですが、高校生にとって

この時期に節目をつけて切り替えることはとても大切です。 

・１月の進研模試やスタンダードレベル模試が終わり、次の模試までの間隔があく。 

・しっかり３年生を送り出す。新入生を迎える準備をする。 

そんな今だからこそ２年次に向けて「まとめ・整理・準備」していきま

しょう。 

でもまず後期期末考査の準備かな。考査３週間前です。 

   

 

☆来週の行事と時間割☆  ※ 月・水・金は昼勉（昼の勉強会）、火・木は国語朝学習です。 

日 曜 行事等 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

４ 月 スキー授業１年１・２・３・４組 
  

  
   

５ 火 特別進学講習④ 
       

６ 水 特別進学講習⑤ 
       

７ 木 
スキー授業１年５・６・７組 

特別進学講習⑥   試験２週間前 

       

８ 金 
GTEC（詳細はプリント確認！） 

推薦入試会場設営 15：00 下校予定 

    LHR   

   

 国語科からのお知らせ  

○週末課題（２月２・３日分）『現代文 ＮＥＷアプローチ』Ｐ78～81 よしもとばなな「１７ みど

りのゆび」 

 ※ 提出日は２月４日（月）の朝とします。 

国語係は出席番号順に集めて､教科担任へ提出してください。 



 高 1 スタンダードレベル模試を終えて  

29 日（火）に高１スタンダードレベル模試が実施されました。新テスト対応の模試でし
たが、センター試験と出題形式・傾向が異なるので大変参考になりましたね。新テスト初
年度の年次なので過去問などは存在しません。ですから、新傾向に対応するために先輩達
以上に毎回の模試の解き直しが重要になります。記述問題も自己採点の高い精度が必要と
されます。 
 先号の言葉をもう一度確認！ → 「模擬試験は、結果よりも振り返りが大事です。模
試後には、学習方法や学習内容等の改善に活用しよう。」 
 
 

 英語力成果発表会・講演会（28 日（月））がありました  

 英語力成果発表会では、旭山動物園英語ボランティアガイドに参加した 21 名（１年
次は９名）が英語で発表を行いました。ガイドを体験した感想の中で、 

・語学力だけではなく様々な知識を身につける必要性を感じた。 
・英語以外の言語の勉強も必要かもしれない。 
・アクティブなコミュニケーション能力（スマホなどを使わない直接的なコミュニケーション能
力ということかな）を身につけることが大切 

 といったことが発表されました。ボランティアやその準備を通じてそれぞれが大切な
ことを感じたり、体験できたのが伝わってきました。大変立派な英語でのプレゼン発表
でした。 

 
 講演会では旭山動物園の板東元園長から、 

・自国だけで生きていけない。自分だけ良ければいいというのではいけない。 
・自分の考えをしっかり持つことが大切 
・これからは知らないこと（知らないでやっていることなど）が罪になる時代になる。 
といったこれから生きて行く上で心に留めておくべきお話をしていただきました。選挙
権を持つ年齢が近づいています。広く社会を捉えられるような大人になることを目指し
て勉強していきましょう。 

 

私物の持ち帰りについて 

 いよいよ新年度の入試が近づいてきました。それに伴い、受検会場として校内の物
品を整理する必要があります。２月８日（金）に推薦入試の会場設営がありますので、
この日までに私物を持ち帰り、ロッカーを空にしてください。 

 

 

星写真 第３回 オリオン大星雲 
 
冬の星座として有名なオリオン座で

す。オリオンのベルトの３つ星よりやや
下（どっちが下だ？）あたりにオリオン
大星雲があります。写真に撮ると赤い色
がわかりますが、望遠鏡などでは白いベ
ールが広がっているように見えます。明
るい星を結ぶと六角形の「冬のダイヤモ
ンド」ができますが、オリオン座のリゲ
ルこの星のひとつです。残りの５つは自
分で調べてみてください。 


